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幕別町議会議長 寺林 俊幸 様 
 

産業建設常任委員会委員長 谷口 和弥  
 

   産業建設常任委員会報告書 

 令和２年６月10日、本委員会に付託された事件を審査した結果、次のとおり

決定したので、会議規則第94条第１項の規定により報告する。 

記 

１ 委員会開催日 

  令和２年６月10日、24日（２日間） 
 

２ 審査事件 

  陳情第２号 「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の

採択を求める陳情書 
 

３ 陳情の趣旨 

  2019年の地域別最低賃金改定は、最高の東京で時給1013円、北海道では861

円、最も低い岩手県などでは790円に過ぎない。地域別であるがゆえに、同じ

仕事をしても賃金の格差があり、しかも年々格差が拡大してきている。 

調査によれば、健康で文化的な生活をするうえで必要な生計費に、地域に

よる大きな格差は認められず、若者一人が自立して生活するうえで必要な生

計費は全国どこでも月22～24万円（税込み）の収入が必要との結果がある。 

世界各国の制度と比較すると、OECD加盟国のほとんどの国では、地域別で

はなく全国一律制をとっており、政府が率先して、必要な中小企業支援策の

実施と公正取引ルールを整備し、最低賃金の引き上げを支えている。 

日本でも、中小企業への支援策を拡充しながら、最低賃金の抜本的な引き

上げと全国一律制の早期実現を図る必要がある。 
  

４ 審査の経過 

  審査に当たっては、陳情の趣旨等について論議がなされ、起立採決で結論

をみた。 
 

５ 審査の結果 

  「採択」すべきものと決した。 


